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平成２８年（厚）第５８１号

平成２９年４月２８日裁決

主文

本件再審査請求を棄却する。

理由

第１　再審査請求の趣旨

再審査請求人（以下「請求人」という。）

の再審査請求の趣旨は、後記第２の４記載

の原処分を取り消し、配偶者を対象者とす

る加給年金額の加算を求めるというもので

ある。

第２　再審査請求の経過

１　請求人は、平成○年○月○日（受付）、

後記第３の２に定める障害者特例を適用

する、厚生年金保険法（以下「厚年法」

という。）附則第８条の規定による老齢

厚生年金（いわゆる特別支給の老齢厚生

年金。以下「特老厚年金」という。）の

裁定を請求した。

２　請求人は、平成○年○月○日（受付）、

厚生労働大臣に対し、加給年金額の対象

者として、配偶者「Ａ」と記載した「老

齢厚生年金・退職共済年金加給年金額加

算開始事由該当届」を提出した。

３　厚生労働大臣は、平成○年○月○日付

で、請求人に対し、受給権発生日を平成

○年○月○日として、後記第３の２に定

める障害者特例を適用する特老厚年金を

裁定した。

４　厚生労働大臣は、平成○年○月○日付

で、「あなたからＡ様を加給年金額対象

者として「老齢厚生年金・退職共済年金

加給年金額加算開始事由該当届」の提出

がありましたが、老齢厚生年金の受給権

を取得した当時（昭和１６年４月２日以

後に生まれた男子および昭和２１年４月

２日以後に生まれた女子で、特別支給の

老齢厚生年金の受給権を有する方にあっ

ては、定額部分の支給を受けることがで

きることとなった当時）、戸籍上の配偶

者との婚姻関係が形骸化していたとは認

められないため、当該者は加給年金額対

象者とされませんので通知します。」と

して、「Ａ」を後記第３の１に定める加

給年金額対象者とする加給年金額を加算

しない旨の処分（以下｢原処分｣という。）

をした。

５　請求人は、原処分を不服として、○○

厚生局社会保険審査官に対する審査請求

を経て、当審査会に対し、再審査請求を

した。その不服とする理由は、本裁決書

添付別紙に記載のとおりである。

第３　問題点

１　厚年法第４４条第１項では、老齢厚生

年金（特老厚年金を含む。以下同じ。）

の額は、その年金額の計算の基礎となる

被保険者期間が２４０月以上である者に

限り、受給権者がその権利を取得した当

時、また、当該権利を取得した当時は

被保険者期間が２４０月未満であった

が、その後２４０月以上となった場合は、

２４０月以上となるに至った当時、その

者によって生計を維持していたその者の

６５歳未満の配偶者があるときに、厚年

法第４３条に定める額に加給年金額を加

算した額とすることとされている（以下、

加給年金額の対象となる配偶者を「加給

年金額対象者」という。）。そして、配偶

者には、婚姻の届出をしていないが、事

実上婚姻関係と同様の事情（以下「内縁

関係」という。）にある者を含むが、戸

籍上届出のある婚姻関係にある者が重ね

て他の者と内縁関係（以下「重婚的内縁

関係」という。）にある場合については、

婚姻の成立が戸籍上の届出により法律上

の効力を生ずることとされていることか

ら、この届出による婚姻関係を優先すべ

きことは当然であって、当該内縁関係に

ある者は、戸籍上届出のある婚姻関係が

その実体を全く失ったものとなっている

ときに限り、加給年金額対象者に当たる

ものとして認定するとされ、また、受給

権者によって生計を維持していたその者

の配偶者とは、当該受給権者と生計を同

じくしていた者であって年額８５０万円

以上の収入又は年額６５５万５０００円

以上の所得を将来にわたって有すると認
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められる者以外のものとされている（厚

年法第３条第２項及び第４４条第１項、

第５項、同法附則第８条、厚年法施行令

第３条の５並びに「生計維持関係等の認

定基準及び認定の取扱いについて」平成

２３年３月２３日年発０３２３第１号厚

生労働省年金局長通知（以下「本件通知」

という。））。

２　そして、厚年法附則第９条の規定によ

り、特老厚年金の額については、上記厚

年法第４４条の規定は適用しないとされ

ているところ、厚年法附則第９条の２第

１項によれば、特老厚年金の受給権者が、

被保険者でなく、かつ、傷病により障害

等級に該当する程度の障害等級にあると

きは、その者は、老齢厚生年金の額の計

算に係る特例（以下「障害者特例」とい

う。）の適用を請求することができると

されている。そして、障害者特例の請求

があったときは、同条第２項の規定によ

る計算（以下「定額部分加算」という。）

をするものとされ、当該請求があった月

の翌月から、年金の額を改定するとされ、

特老厚年金について障害者特例を適用す

る場合においては、上記１に示した厚年

法第４４条の規定を準用するとされ、そ

の場合において、上記１の「受給権者が

その権利を取得した当時、また、当該権

利を取得した当時」は、「受給権者から

厚年法附則第９条の２第１項の請求が

あった当時、また、当該請求があった当

時」と読み替えるとされている（厚年法

附則第９条の２第２項及び第３項）。し

たがって、本件の場合、特老厚年金につ

いて障害者特例の適用に係る請求があっ

た時が加給年金額加算の判定時期となる

ところ、請求人は、障害者特例の適用に

係る請求を平成○年○月○日にしている

のであるから、同日がその判定時期（以

下「本件基準時」という。）となる。

３　本件の場合、上記第２の４記載の理由

により、後記第４の１の (1) に定めるＡ

を加給年金額対象者と認めなかった原処

分に対し、請求人は、別紙記載のとおり

主張しているのであるから、本件の問題

点は、請求人の戸籍上届出のある婚姻関

係が、本件基準時において、その実体を

全く失い、その状態が固定化していると

認めることができないかどうかというこ

とであり、それが認められるときは、本

件基準時において、Ａを、請求人によっ

て生計を維持していた内縁関係にある者

と認めることができるかどうかというこ

とである。

第４　事実の認定及び判断

１　本件記録及び本件手続の全趣旨によれ

ば、次の各事実を認定することができる。

（略）

２　以上の認定事実に基づいて、検討し判

断する。

(1)　保険者は、戸籍上の夫婦でない者

を内縁関係（厚年法第３条第２項にい

う事実上婚姻関係と同様の事情）に

あった者とする認定、加給年金額対象

者に係る生計維持関係の認定等の取扱

いについて、本件通知を定めており、

届出による婚姻関係にある者が重婚的

内縁関係にある場合の取扱いについて

は、婚姻の成立が届出により法律上の

効力を生ずることとされていることか

らして、届出による婚姻関係を優先す

べきことは当然であり、したがって、

届出による婚姻関係がその実体を全く

失ったものとなっているときに限り、

内縁関係にある者を事実婚関係にある

者として認定するものとし、「届出に

よる婚姻関係がその実体を全く失った

ものとなっているとき」には、次のい

ずれかに該当する場合等が該当するも

のとして、取り扱うこととしている。

ア　当事者が離婚の合意に基づいて夫

婦としての共同生活を廃止している

と認められるが戸籍上離婚の届出を

していないとき

イ　一方の悪意の遺棄によって夫婦と

しての共同生活が行われていない場

合であって、その状態が長期間 (お

おむね１０年程度以上 )継続し、当

事者双方の生活関係がそのまま固定

していると認められるとき
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また、「夫婦としての共同生活の

状態にない」といい得るためには、

次に掲げるすべての要件に該当する

ことを要するものとしている。

ウ　当事者が住居を異にすること。

エ　当事者間に経済的な依存関係が反

復して存在していないこと。

オ　当事者間の意思の疎通をあらわす

音信又は訪問等の事実が反復して存

在していないこと。

遺族厚生年金について、重婚的内縁

関係が存在する場合に、死亡した者と

内縁関係にあった者は、その者が死亡

した者によって生計を維持していた事

実のほかに、法律上の婚姻関係がその

実体を失って形骸化し、かつ、その状

態が固定化している場合に限って、遺

族厚生年金を受給することができる配

偶者に当たるものと解されている（最

高裁判所昭和５８年４月１４日第一小

法廷判決・民集第３７巻３号２７０頁

参照）ことからも、上記のような基準

は、一般的・基本的なものとして、相

当と解されるので、これに照らして、

上記１で認定した各事実及び本件手続

の全趣旨を総合して検討すると、本件

の場合、請求人とＢとの間の戸籍上届

出のある婚姻関係は、本件基準時にお

いて、その実体を全く失い、その状態

が固定化しているとは、認められない

とするのが相当である。

(2)　すなわち、上記１の (5) 及び (7)

によれば、請求人は、Ｂが、家を出て

行った後、「職場に離婚届を持って来

てＣが署名、押印しＢが提出するとの

事で渡しました。その時点で離婚が成

立したと思っていました。」と主張す

るのであるが、その時の離婚届は提出

されないままとなっているし、その後

も、請求人が、離婚届をＢに送付して

も、Ｂからの返事はなく、平成○年○

月○日の時点において、請求人は、「家

庭裁判所で離婚調停の書類をもらって

きて離婚に向けての準備を進めている

所です」としている。そして、上記１

の (8) によれば、Ｂは、請求人と離婚

する意思はないと主張しているのであ

るから、請求人とＢは、本件基準時（同

年○月○日）において、上記 (1) のア

の「当事者が離婚の合意に基づいて夫

婦としての共同生活を廃止していると

認められるが戸籍上離婚の届出をして

いないとき」に該当すると認めるに足

る状態であったとまではいえないとす

るのが相当である。

次に、請求人とＢが、本件基準時に

おいて、上記 (1) のイに該当している

かどうかについて検討してみるに、上

記１の (2) 及び (4) ないし (8) によれ

ば、請求人とＢの住民票上の住所は、

請求人が平成○年○月○日に○○市宅

に転入するまでは、Ｂと同じ○○市宅

であったことが認められるものの、請

求人は平成○年春ころからＢと別居状

態となったと主張し、Ｂも同年○月か

ら請求人と別居状態となったことを認

めているのであるから、少なくとも、

Ｂが別居状態を認めている同年５月か

ら、請求人とＢは、別居状態となった

と認めるのが相当であり、○○市宅を

あて名人住所とする平成○年○月○日

消印の本件封筒及び平成○年○月○日

消印の本件はがきの存在を考え合わせ

ると、請求人とＡは、少なくとも、本

件封筒の消印の日付である平成○年○

月○日ころから、○○市宅で同居して

いたと認めるのが相当である。また、

請求人とＢが別居後、本件基準時まで

の間における、請求人からＢに対する

経済的援助については、Ｂは、生活費

の援助及び冠婚葬祭の費用として、年

に１回ないし２回、○万円ないし○万

円を請求人から受領していたというの

であるが、それを確認するに足る客観

的資料はない上に、Ｂの主張を認めた

としても最大年間○万円（○万円×２

回）という金額は、経済的援助として

認めるには少額であると認められ、冠

婚葬祭の費用も含まれているというの

であり（上記１の (8)）、しかも、上
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記１の (9) のケによれば、Ｂは、請求

人との間に婚姻費用に係る取決めはな

く、請求人から婚姻費用の支払を受け

ていないとして、平成○年○月○日に、

請求人を相手方として婚姻費用分担請

求に係る調停を○○家庭裁判所○○支

部に申し立てているのであるから、別

居後、本件基準時までの間に、請求人

とＢとの間に反復した経済的依存関係

は存していなかったと認めるのが相当

である。そして、請求人とＢが別居後、

本件基準時までの間における、請求人

とＢとの間の音信関係については、請

求人は、Ｂからの娘の結婚や孫の誕生

に係る連絡、請求人からＢに離婚を求

める連絡などいずれも一方通行のもの

が存在したとするものの、夫婦として

の意思の疎通をあらわす音信があった

旨の主張しておらず（上記１の (5) 及

び (7)）、Ｂも、１回につき○分ない

し○時間のものが、代理人による訪問

を含めて年４回ないし５回、訪問、手

紙、電話などによりあったと主張する

ものの（上記１の (8)）、内容につい

て具体的な主張は認められず、病院関

係資料に、ＢではなくＤが署名してい

ることを考え合わせると、別居後、本

件基準時までの間において、請求人と

Ｂとの間に、意思の疎通をあらわす音

信又は訪問が反復して存在していたと

はいえないと認めるのが相当である。

そうすると、請求人とＢは、「夫婦と

しての共同生活の状態にない」といい

得るための上記 (1) のウないしオのす

べての要件に該当し、夫婦としての共

同生活の状態にない状態であると認め

られるのであるが、そうした状態が開

始したのは、早くても、平成○年○月

ころと認められるところ、本件基準時

においては、そうした状態の継続期間

は、いまだ○年○か月にも満たないし、

請求人が、Ｂと離婚するために、訴訟

の提起や調停の申立てをした事実も認

められず、Ｂとの関係の回復の見込み

が全くなくなったとはいえないとする

のが相当であるから、上記 (1) のイの

「その状態が長期間 ( おおむね１０年

程度以上 )継続し、当事者双方の生活

関係がそのまま固定している」状態に

至っているとまではいえないというべ

きである。

(3)　以上によれば、上記 (1) のア及び

イのいずれにも該当しないのであるか

ら、請求人の戸籍上届出のある婚姻関

係が、本件基準時において、その実体

を全く失い、その状態が固定化してい

るとは認められず、Ａが請求人によっ

て生計を維持していた内縁関係にある

者であるかどうかを検討するまでもな

く、戸籍上の配偶者との婚姻関係が形

骸化していたとは認められないとし

て、Ａを加給年金額対象者とする加給

年金額を加算しないとした原処分は、

適法かつ妥当と認められ、原処分を取

り消すことはできず、請求人の再審査

請求は、理由がないから棄却すべきで

ある。

以上の理由によって、主文のとおり裁決す

る。
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